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令和５年９月教育委員会定例会会議録 

 

１ 期  日  令和５年９月２２日（金）   開会 午後３時３０分 

                       閉会 午後４時１６分 

 

２ 場  所  旭市役所３階政策決定室 

 

３ 出席委員  向後 依明（教育長） 

鈴木 典男（教育長職務代理者） 

鏑木 俊一 

冨山  理 

平野 勝久 

 

４ 出席職員   

教 育 総 務 課 長  向後  稔 

学校教育指導室長  臼倉  浩 

生 涯 学 習 課 長  伊藤 弘行 

体 育 振 興 課 長  金杉 高春 

教育総務課副課長 
(学校再編室長兼務) 

 八馬 裕樹 

生涯学習課副課長 
(旭市図書館長兼務) 

 加瀬 美智子 

生涯学習課副課長  佐野 唯生 

体育振興課副課長  遠藤 敏晴 

教育総務課総務班副主幹  加瀬 悦子 

 

５ 教育長開会宣言 

 

６ 教育長挨拶 

 ・暑さ寒さも彼岸までと言われております。昨晩からの雨で今日は若干気温が 

下がっていますが、今週も汗ばむ陽気が続いており、月末に向けて再度気温 

が上がっていくとの予報です。また全国的に見てみますと、南の方では本日 

も熱中症警戒アラートが発表されている地域もあり、旭市においても当面は 

注意する必要があると思われます。 

・夏季休業が終わり早３週間が経過しておりますが、小・中学校ともに順調に 

学校生活を再開し、勉強や部活動、学校行事等に元気に取り組んでいるよう 

です。 

 ・９月１４日、鶴巻小学校の教育事務所指導室訪問に随行して参りましたが、 

明るく笑顔あふれる子ども達が一生懸命授業に参加しておりました。 

各授業の中では、タブレットが「わかる授業」につながる様々な役割を果 
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  たし、更に大型ディスプレイは子ども達の学びのサポーターとして、大いに 

効果を発揮していました。英語の授業ではＡＬＴやＴＡが専門性を発揮し、 

コミュニケーションをベースに子ども達の学習意欲を盛り上げ、楽しみなが 

ら英語力を高めていました。中学１年生の授業と錯覚したほどです。 

今回の訪問では、本市が推進する「ＩＣＴ教育」や「外国語教育」の成果 

を十分感じ取ることができました。他の小・中学校においても更なる研究が 

進められ、児童・生徒の「確かな学力」の定着につながることを願っており 

ます。 

・市の学校訪問が１０月２日から再開します。引き続き委員の皆様からのご指 

導につきましてよろしくお願いいたします。 

 ・９月１６日（土）に、中学校３校の体育祭を視察して参りました。新型コロ 

ナウィルス発症前と比較して遜色ない程の盛り上がりを見せ、保護者や地域 

の方々の声援が飛び交っておりました。 

 ・各学校においては、ウィズコロナの時代を踏まえ、それぞれが工夫して感染 

症の対策に取り組み、今後も様々な行事を予定しています。感染症法上５類 

になったことを「良し」とするのではなく、しっかりと対策を講じながら進 

めるよう指導して参りたいと考えます。 

・本日は議案がございませんので、教育委員会報告、その他と進行いたします。 

委員の皆様には、様々な視点からご助言を賜りますようよろしくお願いいた 

します。 

 

７ 会議録署名委員の指名  鏑木 俊一委員  冨山 理委員 

 

８ 教育委員会報告 

・資料により委員会報告及び行事予定を説明する。 

 

９ その他 

【教育総務課長】 

 ・令和５年度第 1 回総合教育会議の開催日について伺う。 

  １１月２４日（金）午前１０時００分～（全員賛成） 

 ・「教育委員会の事務の管理及び執行に係る点検・評価報告書（令和４年度対象）」 

  を配付する。 

 ・「令和４年度事業年報」（教育委員会３課分）を配付する。 

 ・「学校教育指導室だより『かけはし』」を配付する。 

 ・「給食だより」を配付する。 

 

【学校教育指導室長】 

 ・教育活動の現況報告をする。 

① 行事等の状況 
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② 生徒の活躍 

③ 夏季特別七夕パトロール 

④ 台風１３号の対応 

⑤ 旭市教育委員会学校訪問 

⑥ 感染症の状況 

 

【学校再編室長】 

 ・「学校再編だより」を配付する。 

・干潟地域における進捗状況について報告する。 

   

【生涯学習課長】 

 ・「旭市図書館企画展『旭市のあゆみ』」について説明する。 

 ・「秋の宿泊体験ｉｎ海上キャンプ場」について説明する。 

 

【体育振興課長】 

 ・「第３５回旭市飯岡しおさいマラソン大会」について説明する。 

 ・「あさひスポーツフェスティバル２０２３」について説明する。 

 

《質疑》 

【委員】 

 ・教育委員会議は月一回開催しているが、旭市教育委員会会議規則第２条２項 

に「定例会は、毎月第２金曜日に開く。」とあります。「ただし、教育長が 

必要と認めたときは、開催日を変更することができる。」と但し書きがある 

ので、もちろん違うこともあるとは思いますが、原則は第２金曜日の予定でい 

いですか。 

 

【教育総務課長】 

 ・原則第２金曜日となるよう努めていますが、都合で原則どおりに開催できな 

いこともあります。次回会議の際に、今年度の定例会の予定をお示しします。 

 

【委員】 

・千葉県生誕１５０周年の事業の一環として、干潟八万石の関係の映像を作成 

すると文化財審議委員会で聞きましたが、その進捗状況を伺います。 

 

【生涯学習課長】 

 ・千葉県生誕１５０周年記念の事業で、大原幽学記念館特別展として「椿の海 

干拓３５０周年記念『干潟八万石物語』」ですが、映像を交えた企画展になり

ます。 

概要を説明しますと、「椿海の干拓事業」は、延宝元年（１６７３年）に総堀

工事が完了してから今年で３５０年の節目の年を迎えることになります。近世
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初期の大規模新田開発として知られる椿新田干拓の歴史を伝える記録を中心

に、干拓から水との戦いを経て、干潟八万石と呼ばれる一大農業生産地になる

までの歩みを紹介するものになります。 

特別展は、令和５年１１月２５日から令和６年６月１６日まで開催を予定し

ています。大原幽学記念館では例年企画展を開催しておりますが、図録や映像

作品の作成は行っていませんでした。今回、展示と合わせてより多角的方法で

干拓の歴史を伝えるようにするため、映像作品の作成と上映を行う予定です。

映像作品は１０分程度のものと、学校等で使えるように２分程度のもの２本を、

現在、委託して調製している段階であります。そのほかには図録の作成、関係

資料の公開等を行います。それから、県民の日に合わせて無料公開を予定して

います。現在、図録等を作成中でありますので、完成しましたら配付させてい

ただきます。 

  

【委員】 

 ・学校再編について各小学校での話し合いは進んでいますが、古城小学校に統 

合についての話し合いの中で、「土砂災害特別警戒区域」という言葉が多く 

出てきますが、古城小のほかの中和小や萬歳小は、土砂災害特別警戒区域に 

該当しないのでしょうか。 

  

【学校再編室長】 

 ・土砂災害特別警戒区域ですが、萬歳小、中和小、古城小は、いずれも特別警 

戒区域に入っていますが、古城小だけは体育館の東側を含めた一部で、一番 

被害が少ない小学校として統合小学校として設定しています。 

 

【委員】 

 ・「学校再編だより」の裏面に地域検討会議で出た委員の皆さんの意見があり 

ますが、感覚としてどうなのか伺います。 

  

【学校再編室長】 

 ・中和小と古城小に関しては、概ね賛成をいただけていると感じています。萬 

  歳小については、もう少し時間をかけながら各委員の意見の集約をしていき 

  たいと考えています。 

 

【委員】 

・地域検討会議で「事例紹介（香取市立山田小学校）」の話をしたということ 

ですが、小中一貫という言葉が出て委員の皆さんの賛否はどうですか。また、

小中一貫校ということを考えて話が進んでいるか伺います。 

 

【学校再編室長】 

・ 第 1 回地域検討会議で小中一貫の話が出て、その教育制度の説明をしました。
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第２回地域検討会議では、学校再編だよりに「干潟地域のみで小中一貫にし

た場合の児童生徒数の推移・推計」を掲載していますが、干潟地域で小中一

貫校にしても児童生徒数が少なく単学級が生じるであろうと説明をしました。 

 

【委員】 

 ・干潟中学校の建物の耐用年数が経過して使えなくなると聞いていますが、そ 

  の話は出ていないのでしょうか。小学校の統廃合のみでしょうか。 

 

【学校再編室長】 

 ・統合小学校の位置関係について、中央に位置する干潟中学校ではどうかとの 

意見もありました。しかし、干潟中学校は基本方針のとおり中学校の再編が 

ありますので、中学校の再編をしてから小学校の再編となると、少し時間の 

経過が必要になりますので、まず小学校の再編を最優先し、古城小に統合す 

る方向の説明をしてきました。干潟中につきましては、耐用年数もあります 

ので、今の建物の再利用は難しいという説明もしています。 

 

【委員】 

 ・広報あさひに茅野市の交流事業について、「３日間の交流事業を通して児童 

達は人間的に大きく成長することができた。」と感想が載っています。今回、 

学校の負担を軽減して久しぶりに再開しましたが、大きな成果を得たと感じ 

ました。 

・「交流」を「境を越えたもの」と考えれば身近にはたくさんあります。学校 

にも子ども達の間にも、行事等で言えば宿泊体験、スポーツフェスティバル 

等、それらが非常に大きなものを持っていると考えます。「交流」を「遠い 

ところに行く」ではなく、「身近なもので」と考えていけば活用することが 

たくさんあるのではないかと思いました。 

・数日前の新聞記事に「ぽるぽろ」の様子が掲載されており、かなり高い評 

価を得ていると感じました。案内に、「申し込み不要のビーチクリーン」と 

ありましたが、どれ位の人が集まったのか伺います。 

 

【体育振興課長】 

 ・ビーチヨガ、ビーチダンスは申込が必要でしたが、参加は９４名でした。 

当日は、参加者全員でビーチクリーンを１時間程やった後、ビーチヨガ、ビ 

ーチダンスを実施する流れで皆さんに楽しんでいただきました。 

 

【教育長】 

・次回の教育委員会定例会は、１０月１３日（金）午後３時３０分に開会する 

ことに決定します。 

 

１０ 教育長閉会宣言 


